
項 ⽬ 内 容
名称 センナ、アレキサンドリアセンナ、チンネベリセンナ [英]Senna、 Alexandria

SennaあるいはTinnevelly Senna [学名]Cassia acutifolia Delile. (和名︓アレキ
サンドリアセンナ) あるいはCassia angustifolia Vahl. (和名︓チンネベリセンナ)

概要 センナは、アフリカ原産でアラビアからインドに分布するマメ科の常緑低⽊であ
る。⾖果は偏平で⻑楕円形、暗褐⾊であり、中に8〜9個の偏平倒卵形の種⼦を⽣じ
る。中国では番瀉葉 (バンシャヨウ、fan xie ye) といい、チンネベリセンナを狭葉
番瀉、アレキサンドリアセンナを尖葉番瀉といい、⼩葉を⽣薬として⽤いる。⽣薬
のセンナは有効成分としてセンノシドを含み、古くから下剤として便秘の改善とそ
れに伴う頭痛、のぼせ、肌荒れ、痔の改善などに使⽤されてきた。果実・⼩葉・葉
柄・葉軸は医薬品に該当し、⾷品に使⽤可能な部位は茎のみである。⾷品として違
法に葉を含有し、ダイエット効果を謳った商品 (茶類) が販売された事例がある。⾷
品としての利⽤が許可されている茎については信頼できる⼗分な情報が⾒当たらな
い。

法規・制度 ■⾷薬区分
・茎︓「医薬品的効能効果を標ぼうしない限り医薬品と判断しない成分本質 (原材

料) 」に該当する。
・果実、⼩葉、葉柄、葉軸︓「専ら医薬品として使⽤される成分本質 (原材料) 」に
該当する。

■⽇本薬局⽅
・センナが収載されている。

■⾷品添加物
・天然⾹料基原物質リスト

センナが収載されている。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・センノシドA、Bが含まれる。センナ葉 (葉軸・葉柄を含む) 、センナ鞘・花・緑
の外⽪のある茎にはセンノシドが含まれ、センナ種⼦・根・ ⽊化した茎にはセンノ
シドがほとんど含まれないという報告がある (112) 。

分析法 ・センノシドAおよびBを、C18カラムを⽤いてHPLCにより分析した報告がある
(PMID:12093522) 。
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循環器・
呼吸器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

消化系・肝臓 RCT
・慢性便秘の3〜12歳の⼩児 (アメリカ) を対象とした無作為化⽐較試験において、
センナと濃縮鉱物油を⽐較したところ、6ヶ⽉でセンナは鉱物油と⽐べて不随意な⼤
便失禁の減少に影響は認められなかった (25) (PMID:6310075) 。

糖尿病・
内分泌

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⽣殖・泌尿器 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

脳・神経・
感覚器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

免疫・がん・
炎症

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⾻・筋⾁ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

肥満 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

その他 調べた⽂献の中に⾒当たらない。
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